
資料№３ 

大野・勝山地区広域行政事務組合との連携について 

 

ごみの諸課題検討運営委員会ワーキンググループ（会議は月１回程度実施） 

 

検討事項 

①事業系ごみについて 

ビュークリーンおくえつで受け入れるごみについて、改めて基準を定める。 

 

②プラスチックごみの分別回収について 

国の動向を注視しながら、収集、保管等の方法について検討を行う。 

・ 廃プラスチック類
・ 紙くず
・ 木くず

・ 繊維くず

・ 動植物性残さ

・ ゴムくず

・ 金属くず

・
ガラスくず
及び陶磁器くず

・ 鉱さい

・ 建築廃材

・ 家畜ふん尿

・ 家畜の死体

・ ダスト類

・
処分するために
処理したもの

・ 廃アルカリ

特別管理
産業廃棄物

・ 汚泥
感染性があるもの

・ 廃油

廃棄物の処理及び清掃に関する法律による廃棄物の分類

家庭系ごみ 一般ごみ

ごみ

事業系ごみ 粗大ごみ

一般廃棄物 し尿

し尿

し尿処理
浄化槽汚泥

産業廃棄物

爆発性があるもの ・ 廃酸

有害性があるもの ・ 燃えがら

有毒性があるもの

特別管理
一般廃棄物

感染性があるもの

爆発性があるもの

一般廃棄物は、家庭から出されるごみ
やし尿で、ごみは可燃ごみ、不燃ごみ、
粗大ごみなどに分けられます。また、
一般廃棄物には、ごみ焼却後の残灰
なども含まれます。

廃棄物は「廃棄物の処
理及び清掃に関する法
律」により、一般廃棄物
と産業廃棄物とに区分
されています。その処
理・処分は、一般廃棄
物は自治体が、産業廃
棄物は排出元の企業が
行うことになっています。

産業廃棄物は、事業活動から生じた廃棄物
のうち、「廃棄物の処理及び清掃に関する法
律」により規定されているもので、一般家庭
からでる廃棄物と区別されています。


